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総合コメント

少人数にはそれなりのよさがある、少数精鋭を育てたい、という熱意を
感じることができて、本当にうれしかった。はきはきと元気に受け答え
する子どもの姿に感動した。今後の南中生の活躍に大いに期待したい。

自主・自律の気持ちを高めようという取組が、意図的にされている。ス
マートフォンの使い方については、保護者と連携して指導するととも
に、生徒も巻き込んで研修の機会を設けてもらえるとありがたい。

ヒヤリングでは、自分の思い、南中への思いを、自分の言葉で表現でき
ていることに感心した。温かい言葉が多く聞かれ、うれしかった。

ヒヤリングでは、生徒、保護者、職員と、どこからも南中の成長のため
に力強い声が聞かれて頼もしかった。反面、授業は少しおとなしかった
ようにも感じる。南中で大事にしている「直耕タイム」をさらに磨き上
げて、議論する授業づくりを期待したい。後期の参観では、レベルアッ
プした姿を見せてほしい。

保護者は、おたより等から学校の様子をよく理解している。生徒は、南
中のよさをとっさに答えられている。大変立派だった。学年を超えて、
チーム南中として活動することが生徒に伝わっていてよかった。


